
計
で
３
億
１
千
９
百
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

下
水
道
会
計
の
赤
字
に
つ
い
て
は
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
の
算
定
上
解
消
可
能
資

金
不
足
額
と
し
て
控
除
さ
れ
る
た
め
、
実

質
収
支
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
単
年
度
収
支
で

は
黒
字
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

〈
企
業
会
計
〉

　

水
道
会
計
で
３
億
７
千
４
百
万
円
の
黒

字
と
な
り
、
病
院
会
計
で
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
支
援
な
ど
も
あ
り
、
３
億
６
千
６

百
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
平
成
13
年
度
か

ら
発
生
し
て
い
た
不
良
債
務
を
解
消
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
体
を
連
結
し
た
実
質

収
支
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な

り
ま
し
た
が
、
国
保
会
計
だ
け
は
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
赤
字
の
解
消
に
つ

い
て
は
国
の
制
度
上
の
構
造
的
問
題
も
あ

り
、
難
し
い
部
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
連
結
実
質
収
支
が
黒
字
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
努
め

ま
す
。
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平
成
23
年
度
決
算
が
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
財
政
の
基
盤
で
も
あ
る
、
市

の
財
政
状
況
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成 23年度決算のあらまし

平
成
23
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

平成 23年度決算のあらまし

平
成
23
年
度
決
算
の
状
況

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、
平
成
21
年
１
月

に
策
定
し
た
新
・
留
萌
市
財
政
健
全
化
計

画
の
最
重
点
期
間
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
、
全
て
の
会
計
の
黒
字
や
赤
字
を
合
算

し
た
連
結
の
実
質
収
支
は
、
前
年
度
に

引
き
続
き
黒
字
と
な
り
、
そ
の
額
は
約

２
億
７
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
一
般
会
計
〉

　

１
億
７
千
２
百
万
円
の
黒
字
と
な

り
、
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
決
算
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
の
借

金
返
済
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に

４
億
７
千
６
百
万
円
を
繰
上
返
済
し
、
安

定
し
た
財
政
運
営
の
た
め
に
２
億
９
千
６

百
万
円
を
財
政
調
整
基
金
へ
積
立（
貯
金
）

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
特
別
会
計
〉

　

後
期
医
療
会
計
で
百
万
円
、
介
護
会
計

で
３
百
万
円
の
黒
字
と
な
る
一
方
で
、
国

保
会
計
で
２
億
７
千
百
万
円
、
下
水
道
会

会　計　名 歳　　入
（流動資産）

歳　　出
（流動資産） 差　　引 繰越財源･

解消可能資金不足額 実質収支
【参考】
Ｈ22年度
実質収支

一 般 会 計 140億    305 138億2,663 1億7,642 412 1億7,230 2億2,255

特
別
会
計

国 保 会 計 26億5,411 29億2,517 △2億7,106 △2億7,106 △2億4,715

後期医療会計 2億7,183 2億7,054 129 129 192

介 護 会 計 17億4,398 17億4,146 252 252 360

港 湾 会 計 2億2,335 2億2,335 0 0 0

下 水 道
会 計 11億4,747 14億6,646 △3億1,899 △3億1,899 0 0

企
業
会
計

水 道 会 計 4億8,133 1億　765 3億7,368 3億7,368 3億7,977

病 院 会 計 12億1,807 8億5,249 3億6,558 △3億6,558 0 △1億1,210

留萌市全会計 217億4,319 214億1,375 3億2,944 2億7,873 2億4,862

■ 平成 23 年度の各会計実質収支について （単位：万円）

「繰越財源」……………… 翌年度に持ち越した事業に使う財源
「解消可能資金不足額」… 公営企業の赤字のうち、今後、解消が可能と判断される額で、　
　　　　　　　　　 　　　連結実質赤字比率算定上控除される赤字額

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

こ
の
比
率
は
、
全
て
の
会
計
を

連
結
し
た
実
質
収
支
の
赤
字
額
が

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
を
示
す

も
の
で
す
が
、
２
億
７
千
９
百
万

円
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
に
引
き
続
き
該
当
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
各
会
計
の
収
支
の
改

善
に
よ
る
も
の
で
す
。
中
で
も
病

院
会
計
は
医
師
確
保
に
よ
る
診
療

体
制
の
充
実
に
よ
っ
て
収
益
が
大

き
く
増
加
し
、
前
年
度
に
引
き
続

き
、
単
年
度
収
支
黒
字
化
を
達
成

し
、
連
結
で
の
黒
字
を
維
持
で
き

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

し
か
し
、
国
保
会
計
で
は
平
成

20
年
度
か
ら
３
年
間
黒
字
と
な
っ

て
い
た
単
年
度
収
支
は
、
保
険
給

付
費
が
高
水
準
で
推
移
す
る
一

方
、
国
保
税
の
税
収
が
年
々
減
少

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
年
度
は

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
特
別
会
計
・
企
業

会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
は
、
国
の
基
準
に
基
づ
く

繰
出
し
も
あ
り
ま
す
が
、
総
額

23
億
２
千
２
百
万
円
と
一
般
会
計

歳
出
の
16
・
８
％
を
占
め
る
状
況

で
す
の
で
、
今
後
も
経
営
の
健
全

化
へ
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　 （％）

　 （％）

実
質
公
債
費
比
率

　

こ
の
比
率
は
、
公
債
費
お
よ
び

公
債
費
に
準
じ
る
経
費
が
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合（
３
カ
年
平
均
）

で
、
今
年
度
は
24
・０
％
と
な
り
、

前
年
度
の
22
・
７
％
か
ら
１
・
３

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

比
率
が
悪
化
し
た
理
由
は
、
平

成
17
年
度
に
借
り
換
え
た
借
金
の

返
済
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
や
、
国
が
定
め
る
病

院
へ
の
繰
出
基
準
が
変
わ
っ
た
た

め
で
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
計
画
的
な
繰

上
返
済
の
実
施
と
地
方
債
発
行
の

抑
制
に
よ
り
、
本
年
度
を
ピ
ー
ク

に
徐
々
に
改
善
し
て
い
く
見
込
み

で
す
。

実　質
公債費
比　率

（単年度）

平成23年度 19.9％
平成22年度 25.3％
平成21年度 27.0％
平成20年度 16.0％

地方債
（借金）

残高

平成23年度 407 億 9 千 1 百万円
平成22年度 433 億 8 千 3 百万円
平成21年度 464 億 1 千万円　　
平成20年度 497 億 5 千 4 百万円

22.7％

24.0％



黒字のため、該当ありません

黒字のため、該当ありません

昨年よりは悪化しましたが
来年度は改善の見込みです

健全団体の水準となっています
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市・財務課

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
健
全
な
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す

平成 23年度決算のあらまし 平成 23年度決算のあらまし

 市の「健全化判断比率」について（4指標） 公営企業の「資金不足比率」について

　「資金不足比率」とは、公営企業（病院、水道、下水道、港湾）の資金不足額（赤
字）を事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示す
ものです。２０％以上になると、経営健全化が必要な団体とみなされます。
　市の公営企業の「資金不足比率」は下表のとおりです。

財
政
運
営
の
見
通
し

　

平
成
23
年
度
決
算
に
お
い
て
、
前
年
度

に
引
き
続
き
、
全
て
の
健
全
化
判
断
比
率

で
「
健
全
な
団
体
の
水
準
」
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

に
つ
い
て
は
黒
字
の
た
め
該
当
が
な
く
、

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
も
前
年
度
を
下

回
り
ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
悪
化
し
た
も
の

の
、
繰
上
返
済
を
継
続
し
、
新
た
な
借
金

を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
今

年
度
を
ピ
ー
ク
に
改
善
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
病
院
会
計
の
不
良
債
務
は
解
消

さ
れ
た
も
の
の
、
公
立
病
院
特
例
債
の
返

済
が
10
億
７
千
万
円
残
っ
て
お
り
、
こ
の

返
済
は
平
成
27
年
度
ま
で
続
き
ま
す
。

　

財
政
の
順
調
な
回
復
に
よ
り
、

平
成
24
年
度
予
算
で
は
、
引
き
上

げ
て
い
た
市
税
の
税
率
復
元
や
、

一
部
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
ま

し
た
。

　

更
な
る
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
病
院
会
計
の
経
営
状
況
や

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
、
慎
重
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。　

■ 資金不足比率 （単位：％）

会　計　名 H23 決算
（A）

H22 決算
（B）

差引
（A）－（B）

経営健全化
基準

① 港 湾 事 業 特 別 会 計 ー － －

20.0
② 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ー － －

③ 水 道 事 業 会 計 ー － －

④ 病 院 事 業 会 計 ー 2.3 △ 2.3 

　平成19年度に「地方公共団体の健全化に関する法律」ができ、自治体財政の健全度を判断する健全化
判断比率（４指標）が導入されました。
　これらの指標のうち１つでも早期健全化基準以上になると、財政健全化計画を策定し、自主的な健全
化に取り組むことになります。
　さらに、財政再生団体の基準以上になると国の指導の下、確実な財政の再生に取り組むことになります。

❶ 実質赤字比率　　　－％（22年度　　－％） 

　福祉や教育、まちづくりなどを行う一般会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を
示すものです。

 （早期健全化基準・・・13.67％以上　／　財政再生基準・・・・20.00％以上）

❷ 連結実質赤字比率　　－％（22年度　　－％）

　一般会計のほか国保や病院、港湾事業など全ての会計の赤字や黒字を合算した留萌市全体の
赤字の程度を指標化し、留萌市全体の財政運営の深刻度を示すものです。

（早期健全化基準・・・18.67％以上　／　財政再生基準・・・・30.00％以上）

❸ 実質公債費比率 　24.0％（22年度　22.7％）

　一般会計の借金の返済やこれに準ずる企業・特別会計に対する繰り出しなどの額の大きさを指
標化し、資金繰りの危険度を示すものです。（3ヵ年平均）

（早期健全化基準・・・　25.0％以上　／　財政再生基準・・・・35.0％以上）

❹ 将来負担比率　　165.1％（22年度　180.8％）

　一般会計の借金残高や、将来支払っていく負担などの、現時点で想定される額の程度を指標
化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。

（早期健全化基準・・・　350.0％以上　／　財政再生基準・・・・基準なし）

■ 市の「健全化判断比率」

※累積不良債務解消支援で総額 14 億 8 千万円、公立病院特例
　債償還支援で総額 18 億 7 千万円に対し、Ｈ 23 年度末の支援済
　合計額は 21 億 2 千万円で、残り 12 億 3 千万となりました。　
　このうち、不良債務解消支援１億６千万円については、Ｈ 23
　年度で不良債務が解消されたため、支援を留保しています。

平成２３年度決算の
詳細は、市のホーム
ページで公開してい
ます。

http://www.e-rumoi.jp/

留萌市

■　病院事業会計健全化支援額


